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大阪府登録文化財所有者の会  挨 拶      

     会長 寺西 興一 

 これまでの総会では、毎年、異なる場所で行い、その地域の文化財の見学を行った後

に総会を開催し、記念講演および懇親会を行ってきました。そして、大阪府教育庁をは

じめとする行政関係者の方々、他の所有者の会の方々にもご参加いただき交流させてい

ただきました。 

 しかし、今年度は、新型コロナウイルスが、わが国でも感染が拡大し、その対策とし

て、マスクの着用、手指の消毒やうがいは、もちろんのこと三密（密閉空間、密集場所、

密接場所）を避けるということになりました。そのため今年度の総会は、役員による会

場での決議と正会員による書面決議による開催をとなりました。 

 新型コロナウイルスの対策費が必要となるので、文化庁の予算が厳しくなるかと思っ

ていましたが、事業費として約1800万円と昨年の1.6倍の額が認められました。このこ 

とにより、これまでの「大阪府ヘリテージマネージャー育成講座」をはじめ、ポータル

サイトでは、中国語（簡体字）や韓国語も追加できるようになりました。また、MAPの作

成では、南河内地区に移ることができ、各登録有形文化財の案内説明板も作成すること

ができるようになりました。そして、各登録有形文化財でワークショップを行い、その

建物の紹介や周辺の街並みの案内ができるようになりました。 

 

  令和 2 年度 大阪府登録文化財所有者の会 第 16 回 総会 

 

今年度の総会は、新型コロナウイルスの感染に伴い総会で全員が会合することができなく

なったため、運営委員が参集し議決すると共にそれ以外の正会員については書面議決を行

った。 

 その結果、全議案について当日、参加した正会員 4 名および書面議決 45 名（FAX36 名、

封書 5名、メール 4名）の全員が賛成であり、承認された。 

 なお、意見欄に次のような記載がありました。 

〇 令和 2年度の事業計画で「小冊子改定に向けての準備」で 2021年版を仕上がるのを喜ばれる方々

がいらっしゃるでしょう。求められる方が時折おられるのでよかったです。 

〇 私事ですが、2018 年北部地震で軽く、台風 21 号でも被害を受けました。全面改修後 1 年での

被害でしたので、すぐに修繕し、安心していたのですが、昨今の風雨のせいかひびが広がり補修

を重ねています。機会があれば修繕計画等どうなさっているのかお伺いしたいです。入会前に報

告されていれば済みません。 

 

   第 16回 総会 議事録 

 

議案 1 号 令和元年度 事業経過報告  

１、総会の開催 

第 15 回 総会 6 月 2 日（日） 

テクスピア大阪 

第 1 部 視察会（参加者 50 名） 

田中家本陣（登文）、旧海野家住宅（登文） 

 

第 2 部 通常総会（参加者 42 名） 

(来賓)  

大阪府 教育庁 文化財保護課  

小浜成氏 神谷悠実氏 

 京都登文会 会  長  塚本喜左衛門氏  

愛知登文会 副 会 長 天野啓介氏 
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三重登文会 会   長 大西武夫氏 

      事務局長 岩見勝由氏 

大阪府建築士会理事  阪田晴宏氏 

大阪府ヘリテージマネージャー協議会 

       副会長  所 千夏氏 

（1）事業経過報告、決算報告、監査報告

が承認された。 

（2）役員改選が承認された。 

会  長 寺西 興一 （再任） 

副 会 長 兒山万珠代 （再任） 

副 会 長 奥野 孝子 （再任） 

副 会 長 岩根 正尚 （再任） 

副 会 長 南川 孝司 （再任） 

会  計 昇   勇 （再任） 

監  査 小谷  寛 （再任） 

監  査 神谷 悠実 （再任） 

事務局長 青山 修司 （再任） 

 

（3）事業計画が承認された。 

 第 3 部 懇親会（参加者 30 名）  

美採美食 小津 

 

２、大阪府建築士会主催の文化庁補助事業

共催・協力 

(補助予算：1067 万円) 

 (1) 大阪府登録有形文化財ポータルサイ 

ト（大阪文化財ナビ） 

 （スマホ等で大阪府の登録有形文化財の

検索を中国語（繁体字）訳でも表示し

た。） 

（2）地域の情報発信事業 

「堺・泉州北部歴史的建造物マップ」 

を作成した。 

（3）大阪府ヘリテージマネージャー育成

事業 

 10 日間で 40 単位の講座を行い、ヘリ

テージマネージャー19 名を育成した。

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座を２回開催した。 

（4）登録文化財の活用を通じて保存を学

ぶ(文活) 

  登録有形文化財で見学とワークショ

ップ等を行い、周辺地域の視察も行っ

た。 

① 正木美術館 和菓子製作・茶道体験 

② 山田家住宅 稲藁リースの制作 

③ 旧 麗 天 館 手刻み体験 

④ 心 光 寺 書道体験 

⑤ 三木楽器  船場の歴史研究 

大阪講談 

⑥ 願 得 寺 能楽 

（5) 登録有形文化財の説明板の作成    

登録有形文化財 20 個所作成した。 

（6）大阪講談の楽しみ方 

    中之島図書館で玉田玉秀斎の大阪講

談等を行った。 

 

３、運営委員会の開催（12 回開催） 

4 月 17 日、5 月 10 日、6 月 19 日、7

月 17 日、8 月 21 日、9 月 18 日、10 月

16 日、11 月 20 日、12 月 18 日、 1 月

15 日、2 月 19 日、3 月 18 日、 

 

４、全国登文会等各種団体との交流を行っ

た。 

（1）他県の登録有形文化財所有者の団体

との交流 

  ①京都、②秋田、③愛知、④群馬、⑤

東京、⑥和歌山、⑦三重、⑧神奈川県

登文会各登録文化財の会との交流を

おこなった。 

（2）国登録有形文化財全国所有者の会（略

称：全国登文会）の設立総会を令和元

年 6 月 22 日に行った。 

（3）国登録有形文化財全国所有者の会（略

称：全国登文会）の理事会が開催され、

理事長として寺西興一、理事・事務局

長として青山修司が選出された。同日

全国登文会の事務所についても話し

合いがもたれ、大阪市中央区伏見町

2-2-6 ということになった。 
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（参考）（敬称略） 

全国登録有形文化財所有者の会 役

員名簿 

理 事 長 寺西 興一 大阪 

副 理 事 長 小栗 宏次 愛知 

副 理 事 長 塚本喜左衛門 京都 

副 理 事 長 渡辺 俊司 東京 

理 事 石川 耿一 秋田 

理 事 北川 紘一郎 群馬 

理 事 中野 明彦 和歌山 

理 事 大西 武夫 三重 

理 事 長島 孝一 神奈川 

理  事 

事務局長 

青山 修司 大阪 

監  事 小山田 明 秋田 

監  事 佐滝 剛弘 光華女子学園 

顧  問 後藤 治 工学院大学 

事 務 局 小栗 真弥 愛知 

（4）全国近代化遺産連絡協議会総会に参

加した 

（5）赤煉瓦ネットワーク 2019 泉州大会

に参加した 

（6）文化庁（東京）杉浦審議官・豊城監

査官と意見交換を行った。 

（7）文化庁地域文化創生本部（京都）岡

本調査官・村上調査官と意見交換を行っ

た。 

（8）その他以下の方々と交流を行った。 

〇全国農協観光協会事業部地域振興活

性化事業 第１グループ 

〇株式会社地域経済活性化支援機構

(REVIC) 

〇バリューマネジメント株式会社 

〇READYFOR 株式会社クラウドファンディ

ング事業 

〇一般社団法人ノオト・株式会社 NOTE 

（9）「北畠の家」（ 渡邊邸）見学会及び

懇談会に参加した 

 

５、大阪府建築士会への参加 

 各種事業の共催・参加のため大阪府建築

士会に参加した。 （参考） 

公益社団法人大阪府建築士会社会貢献部門ヘリテージ委員会 

担当副会長 上田茂久 委員 所 千夏 

特任相談役 山地康夫 委員 寺西興一 

部門長 仙入 洋 委員 塙平 進 

委員長 阪田晴宏 委員 茶之木宏次 

副委員長 青山修司 委員 水谷清乃 

副委員長 分田よしこ 委員 尾谷雅彦 

 

６、大阪府ヘリテージマネージャー協議会

への参加 

 各種事業の共催・参加のため大阪府ヘリ

テージマネージャー協議会に参加した。 

 

大阪府ヘリテージマネージャー協議会 

運営委員会 

会 長 尾谷雅彦 委 員 塙平 進 

副 会 長 所 千夏 委 員 田中則明 

副 会 長 青山修司 委 員 盧 永春 

会 計 小林美登 委 員 水谷清乃 

監 査 昇  勇 委 員 水間徹雄 

委 員 谷口由佳子 委 員 宮上日奈子 

委 員 羽木 みどり 委 員 小谷川勝 

委 員 森本晃尚 委 員 能勢 昇 

委 員 寺西興一 委 員 信藤勇一 

委 員 茶之木 宏次 委 員 濱野宏明 

 

議案 2 号 令和元年度 決算（別紙） 

 

議案 3 号 令和元年度 監査報告（別紙） 

 

議案 4 号 令和２年度 事業計画 

Ⅰ 重点課題 

１、大阪府建築士会主催の文化庁補助事業 

(事業費 1800 万円) 

 (1) 大阪府登録有形文化財ポータルサイ

ト 

  （スマホ等で登録有形文化財の検索が

日本語及び英語・中国語（繁体字）

でできるようになったが、さらに中

国語（簡体字）・韓国語でもできるよ
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うにする。さらに建築用語集等を作

成する） 

（2）地域の情報発信事業 

（南河内地区の MAP を作成する。） 

（3）登録文化財建物の案内説明板の制作 

   建物の概要等の案内板を建物に設

置し、来訪者に情報を提供する。（18

箇所） 

（4）大阪府ヘリテージマネージャー育成事業 

   10 回の育成講座（20 名）及び 2 回

のｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座（30 名）を開催し、

約 20 名のヘリテージマネージャーを

育成する。 

（5）登録文化財の活用を通じて保存を学

ぶ 

登録有形文化財の視察に加え、ワー

クショップを行い、また、その周辺の

街並みについても観光ｶﾞｲﾄﾞの人材を

育成する。 

(6) 大阪講談の楽しみ方 

  大阪講談の魅力を発信し、東京オリ

ンピック講談戦隊・伍輪者として活躍

している玉田玉秀齋講談師に話しても

らう。 

 

参考 

＜全国組織の状況＞ 

(1) 全国国登録有形文化財所有者の会連

絡会 

（略称：全国登文会連絡会 H28.11.13

設立） 

（2）他県の登録有形文化財所有者の団体 

① 京 都 府 国 登 録 文 化 財 所 有 者 の 会

（H19.4.22 設立）  

② 秋 田 県 登 録 文 化 財 所 有 者 の 会

（H21.12.6 設立） 

③愛知県国登録有形文化財建造物所有 

者の会(H23.6.26 設立) 

④群馬県登録文化財協会 

（H23.12.3 設立） 

⑤東京都登録有形文化財建造物 

所有者の会（H23.12 設立） 

⑥和歌山県登録有形文化財所有者の会 

（H25.3.23 設立） 

⑦みえ登録有形文化財建造物友の会 

（さんとうぶん）（H29.11.23 設立） 

⑧神奈川県登文会（H30.4.8 設立） 

⑨福岡県所有者の会 

⑩阪神登録有形文化財伴の会 

 

2、小冊子「大阪府の登録文化財（2021 年

版）」 

 小冊子「大阪府の登録文化財（2012 年

版）」の改定に向けて準備を行う。 

 

Ⅱ 通常課題 

１．年間の事業計画や事業報告を行うため

に、総会を年１回開催する。 

 

２．会報の発行 

 

３．文化財に係わる講演会、フォーラム、

シンポジウムを適宜開催して、登録文化

財への市民の関心を高め、知識の普及に

努めるとともに、交流を図る。 

 

４．会員の所有する登録文化財に係わる情

報交換や活動を支援する。 

 

５．会員相互および文化財所有者等との交

流会や親睦会を行う。 

 

議案 5 号 令和 2 年度 予算  

(別紙で議案 6 号と誤記されていたので、修

正された) 
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   第１回 蒅
すくも

藍
あい

で染を楽しむ 

     日 時：2020.10.31（土）13：30～16：30  場所：奥野家住宅（豊中市） 参加者：24 名  

 

＜まちなみや建造物の見学＞ 

参加者は阪急宝塚線岡町駅に集合し、ヘリテージマネ

ージャー昇勇氏の案内で、原田神社や能勢街道の歴史、

奥野家との関係などの説明を聞きながら、奥野家までの

まちなみを楽しく散策しました。 

原田神社は、社伝によると天武天皇の頃の創建。本殿

は慶安 5 年（1652）再建。全国的にも少ない五間社流造

の形式で、平成 5 年に重要文化財に指定されました。 

      

 ＜奥野家のお話＞               

奥野家は、江戸時代に庄兵衛の名で桜塚村安部藩領の庄

屋、明治時代には村長を務めました。主屋のほか門長屋、

土蔵、附属屋、中門、露地門などが建っています。阪神・

淡路大震災で大きな被害を被りましたが、地域の人々が集

い活用する場として再生されました。主屋は、「桜の庄兵

衛ギャラリー」として定期的なコンサートなど様々なイベ

ントを開催し、市民にも開放され、積極的な活用が図られ

ています。所有者の奥野久栄様より今に至るまでの歴史と

活用への想いをお聞きしました。                                              

 

＜蒅藍（すくもあい）で染めを楽しむ＞ 

 藍染作家の松村多美子先生（藍華会代表）に藍の原料や藍染

めの話をお聞きした後に、絞り染め技法で染めの体験をしまし

た。生地の折り方や針の刺し方による模様や、染料に浸す回数

のよる藍色の濃淡の違いなど、その都度、先生に丁寧にご指導

いただきながら藍染めを楽しみました。    

 

 

＜参加者の声＞ 

見学および所有者のお話･藍染め体験ともに「大変よかっ

たです」という意見が大多数でした。「岡町の文化財や奥野

家住宅を見学する貴重な機会となりました。」「藍染を自分で

やってみて貴重な体験となりました。」「とても楽しい雰囲気

でできました。」などの意見をいただきました。                             

原田神社の見学 

奥野家住宅・土間で所有者のお話 

松村先生のお話 
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第 2 回 瓦の拓本を通して歴史を感じる 

         日 時：2020.11.28（土）13：30～16：30  場所：兒山家住宅 参加者：26 名 

＜建造物等の見学＞ 

兒山家住宅の外観見学と、様々な種類の瓦を

見つけるスタンプラリーを行いました。案内人

の昇勇氏から説明を聞きながら瓦を発見し、田

中先生の説明をお聞きし座敷の金子雪操の襖絵

をガラス越しに見学。具体的な視点からの建造

物の見学は、参加者の興味をかきたてたようで

大変楽しいものとなりました。また、土塀が改

修工事中で、伝統的な工法の説明とそれを実際

にみるという機会にも恵まれました。 

 

＜兒山家のお話＞ 

所有者の兒山万珠代様より地域と兒山家の歴史

や暮らし方、保存と活用に対する想いを伺いまし

た。また、ナヤ・ミュージアムや楽畑のスタート

から現在へつながる活動のお話を通して、ご自身

の建物に対する愛情はもちろんのこと、地域の景

観に寄与することも大切にされていることがよく

伝わりました。 

 

＜瓦の拓本＞ 

講師の大阪芸術大学名誉教授田中敏雄先生の実演のあと、2 班に

分かれての拓本つくり。参加者全員が初めての体験で、大変な集中

力と積極的な先生への質を学びました。また、兒山家住宅の江戸時

代の瓦に直接触れていただくことで、歴史の重みと維持・保全・活

用の大切さを、参加者の方には感じていただけたようです。 

 

＜参加者の声＞ 

「所有者の方の姿勢が見えて良かったです。」「直接お話を聞ける

貴重な機会でした。」など、歴史的建造物で生活し、季節の室礼を大

切にし、そして楽しむ所有者に共感される方が多かったようです。

拓本は「瓦の模様がわかりやすくなり、刻印が浮かび上がって驚き

ました。」「あまり普段できない経験ができました。」「失敗したけど、

手順がわかって楽しかったです。」という意見をいただきましたが、

少し難しかったようで、また改めてチャレンジしたいという方が多

くいらっしゃいました。 

兒山様のお話と田中先生の拓本実演 

兒山家住宅の本瓦葺の屋並 
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第 3 回 酒蔵で楽しむ「弁士付無声映画－浮草物語」 

日 時：緊急事態宣言により延期 2021.02.20(土)13：30～16：30 場所：岩根家住宅  参加者：22 名      

 

＜建造物等の見学＞ 

所有者の岩根正尚様より、建造物を見学しな

がら、主屋や奥座敷を中心として江戸時代後期

以降の建築の変遷と、酒蔵を含む屋敷地内の工

場遺構についての説明を受けました。また、大

釜の天水受けや樽を改装した茶室など、酒蔵遺

構の活用方法についてもお話をお聞きした。 

 

＜岩根家のお話＞            

岩根様より廿山村の出郷・五軒家の歴史的な

背景、そして酒蔵の耐震改修と現在の活用状況

や活用例に関してもお話していただきました。 

 

＜弁士付無声映画―浮草物語＞ 

濱口十四郎様から小津安二郎監督と無声映画

の歴史のお話をお聞きし、その後、弁士の遊花

（嶋田惠子）様の語りで小津監督の無声映画「浮

草物語」を楽みました。歴史を感じさせる酒蔵

の天井の高い雄大な空間と映画の雰囲気と遊花

様の声が調和し大変心に残る上映でした。また、

参加者のほとんどは無声映画が初めてというこ

とでしたが、空想をかきたてる部分も多くあり、

大好評でした。歴史的建造物の隙間からの通風

や換気など、with コロナに対応した点も評価さ

れたようです。 

 

＜参加者の声＞ 

「弁士の語りに引き込まれました。」「酒蔵の

暗い中で見る映画もいいものだと思いました。」

「浮草物語が良かったです。」「岩根様に丁寧に

ご案内いただき貴重な機会となりました。」「酒

蔵で無声映画を見て良かったです。」等のご意見

をいただき、空間と映像と弁士の声が相乗効果

をもたらしたイベントでした。 

 

 岩根様により五軒家の歴史の説明 

主屋前にある大釜を利用した天水受け 
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第 4 回 江戸の古民家で大阪欄間にふれる 

      日 時：緊急事態宣言により延期 2021.3.6(土)13：30～16：30 場所：藤井家住宅 参加者：11 名      

 

＜建物の見学＞ 

藤井家の敷地内をめぐりながら、小原様より庭

や植栽の話を興味深く伺いました。敷地内には 7

件の登録有形文化財と、大変めずらしいナショナ

ルのプレハブ住宅がありました。きれいに保存・

活用されていて、今後は、登録有形文化財にした

いと話されていました。                                    

 

＜藤井家のお話＞ 

建物を管理されている小原公輝様より、

江戸時代中期から末期に建てられた主屋

など藤井家の建物の歴史や柱などの部材

の話をおききしました。 

 

＜大阪欄間にふれる＞                      

大阪欄間工芸協同組合のスタッフの

方々により、テーブルごとに、彫刻刀の

使い方や作品を仕上げる順序などを詳し

く指導していただきました。大変難しい部分は手助けをしてくださり、皆さん納得の出来栄えの

ようでした。概ね半数の方が、追加料金を払い難易度の高い作品にもチャレンジされていました。

彫っているときは口数も少なく熱中されていて、完成後の作品に達成感を得られたようです。大

変興味深いワークショップでしたが、コロナ禍で参加者が少なかったのが残念でした。 

 

＜参加者の声＞  

「古い家を保存していくのは大変なことですね。

でも昔の家は大好きです。落ち着きます。」「木を

削るって、何十年ぶり？先生もやさしく、作業す

る仲間とも楽しく会話できました。」「作る楽しさ

をあじわえておもしろかったです。」夢中で彫刻刀

をにぎり、あっという間に時間が過ぎたようでし

た。帰りには藤井家で咲いた満開のミモザの切り

花をいただき、早春の想い出となりました。  

               

ナショナルのプレハブ住宅 

藤井家住宅の長屋門・土蔵・主屋 
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第 5 回 「能面」から見る能の魅力 

      日 時：2021.1.30.（土）13：30～16：30  場所：源ｹ橋温泉 参加者：22 名  

         

＜まちなみの見学＞ 

JR 環状線の寺田町駅から生野区に残っている昔な

がらの長屋街や昭和の雰囲気をのこすレトロな商店街

をめぐりました。 

 

＜源ｹ橋温泉のお話＞ 

所有者の中島弘様より、源ヶ橋温泉の銭湯としての

歴史や名前の由来などのお話を伺いました。２階のホ

ールへも案内していただき、昔どのように使われてい

たかも教えていただきました。当日はテレビの取材も

あったことで、普段なかなかお聞きできない貴重なお

話もありました。今後も色々と活用したいし、皆さん

にも使ってほしいと話されていたのが印象的でした。                                   

 

＜能の魅力＞ 

男女それぞれの能面を脱衣室のロッカーの中に展示

していただきました。ロッカーの扉を開けると能面が

あり、新鮮な驚きでした。能面の違いの説明や、能面

の見せ方や向きにより、表情が違うことも実演してい

ただき、能の観賞の手助けになる話をお聞

きできました。能の舞や着付けなど盛りだ

くさんの内容で、受講者の多くの方が喜ん

でおられました。演者の方は銭湯での能は

初めてということでしたが、音がよく響き、

素敵な舞台になると感じていただけたよう

でした。 

 

 

＜参加者の声＞ 

「所有者のお話で、昔の様子が手に取るようによく分かりました。」「音がよく

響いてよかったです。」「能の説明が 細かく丁寧で、着付けも普段は見れないの

でとてもよかったです。」「能がよく理解でききました。」「能は初めてでしたが、

興味が沸きました。能面の説明が分かりやすく面白かったです。」銭湯と能は、

参加者の方々にとっても斬新な組み合わせだったようです。 

昭和の雰囲気を残すまちなみの散策 

源ケ橋温泉 正面 
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国登録有形文化財建造物の保存と活用のシステムの構築と課題 

文化庁の委託事業で「令和 2 年度 NPO 等による文化財建造物管理活用の自立支援モデル検討

事業」として大阪登文会が提出した「国登録有形文化財建造物の保存と活用のシステムの構築と

課題」が採択され、受託して行った。 

1、次世代に継承される登録有形文化財に 

登録文化財制度ができ、4 半世紀になろうと

している。その件数は、全国で 17000 件を超え、

大阪でも 700 件を超え、順調に伸びているとい

えよう。 

しかし、登録有形文化財、特に建造物の所有

者（以下所有者という）からは、改修工事費や

維持管理費の負担や活用事業のあり方などの不

安から「将来、子供や孫たちに登録有形文化財

を継承してもらえるのか」という声が多くある。

所有者が登録有形文化財を継承していくために

は、所有者が自発的に保存や活用が行われるよ

うなシステムが必要と考え、それぞれについて

マニュアルの作成を行った。 

2、建物点検マニュアル 

保存については、まず、所有者が日常的に行

う建物点検マニュアルを作成した。建物の用語

については、できるだけ平易な言葉を使い、写

真でもそれを補った。その内容もできるように

項目をしぼり所有者が簡単にできるものにした。

そして、災害時の点検にも使えるようにし、さ

らに建築の専門家につなげるようにした。 

3、建物カルテの作成 

また、登録有形文化財ごとにカルテを作成し、

建物概要や修繕履歴等を明らかにし、修繕業者

との一体感が生まれるように様式を定めた。 

4、修繕工事業者の選定 

それに修繕工事等を行うについても適切な業

者を選定するのに困っているとの声があり、所

有者が過去に使用した業者をリスト化し、所有

者の要望に応じて、大阪登文会がお知らせする

ことにしている。 

5、登録有形文化財の活用 

 登録有形文化財の活用については、これまで

テナントに貸すことや宿泊所や飲食店にするこ

とで収益をうるものがあった。一方、公開事業

や様々なイベントなどの活用が行われてきたが、

これらは、所有者やボランティアの善意や行政

の補助により行われてきたものが多い。 

6、活用マニュアルの作成 

公開事業についても自立する必要があり、収

益を考える必要がある。活用メニュー、公開事

業マニュアル、イベントマニュアルを作成した。

また、所有者と活用者を結ぶためにこれまで活

用した業者リストを作成した。このことによっ

て建物を提供できる所有者とそこでの活用を希

望する者とが円滑に結び付けられるようにした。 
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（点検マニュアルの事例）

所有者による建物の点検マニュアル（木造日常点検用）

点検日 　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）　　　　　　：　　　～　　　　　：

点検者

＊点検は基本的には目視によるものとします。　＊＊◎太字は毎月点検の点検箇所を示します。

外部 屋根 ◎ 屋根瓦に割れやずれなどが生じている □ はい □ いいえ

◎ 銅板等の金属屋根がはがれている □ はい □ いいえ

◎ 軒裏天井にシミなどが生じている □ はい □ いいえ

◎ 軒樋や竪樋が外れたりしている □ はい □ いいえ

◎ 樋から雨水があふれている（葉等が詰まっている） □ はい □ いいえ

外壁等 ◎ 外壁塗壁等に目立ったひび割れなどが生じている □ はい □ いいえ

◎ 外壁板壁等に割れや欠損などが生じている □ はい □ いいえ

〇 外部に面した木に腐朽などの劣化部分が見られる □ はい □ いいえ

〇 雨戸や窓、扉の動きが悪くなっている □ はい □ いいえ

〇 建物にツタなど草木がからんでいる □ はい □ いいえ

〇 シロアリを見たことがある □ はい □ いいえ

内部 柱・梁 〇 柱の傾きがある □ はい □ いいえ

〇 柱、梁の腐朽が見られる □ はい □ いいえ

〇 柱と鴨居、建具との隙間が目立っている □ はい □ いいえ

天井 ◎ 天井にシミなどが生じている □ はい □ いいえ

〇 天井に欠け、ひび割れなどが生じている □ はい □ いいえ

壁 ◎ 壁にシミなどが生じている □ はい □ いいえ

〇 壁の欠けやひび割れなどが生じている □ はい □ いいえ

床 〇 床に沈みや音鳴り、きしみなどが生じている □ はい □ いいえ

〇 床に傾きが生じている □ はい □ いいえ

〇 土間が湿気ている □ はい □ いいえ

建具 〇 室内の建具の動きが悪くなっている □ はい □ いいえ

屋根裏 〇 野地板等に水染みなどが生じている □ はい □ いいえ

〇 小屋組み等に割れや欠損などが生じている □ はい □ いいえ

床下 〇 床下が湿っている □ はい □ いいえ

〇 床組みに腐朽やシロアリなどによる劣化が見られる □ はい □ いいえ

〇 束が基礎石からずれている □ はい □ いいえ

設備 〇 全ての蛇口を閉めても水道メーターが動いている □ はい □ いいえ

〇 電気のブレーカーがよく落ちる □ はい □ いいえ

〇 消火器や警報器などがない □ はい □ いいえ

外構 門扉、塀 〇 門扉の動きが悪くなったり、劣化が見られる □ はい □ いいえ

〇 土塀などの塀に傾きや劣化が生じている □ はい □ いいえ

外部回り ◎ 庭などの外構部分にひび割れが生じている □ はい □ いいえ

〇 大雨の時、庭等に水が溜まっている □ はい □ いいえ

◎ 樹木が折れかかったり、根が侵食している □ はい □ いいえ

その他 ◎ ネズミやイタチ、コウモリ等の小動物が住んでいる □ はい □ いいえ

〇 建物の中でカビ臭さを感じる □ はい □ いいえ

＊調査できない場合や該当項目がない場合は自由記入欄に記載してください。

連絡事項（自由記入） ＊不具合箇所がある場合、写真撮影をお願いいたします。

（目視可能な場合）

天気

建物名称

点検項目等 自由記入欄 点検点検部位

（目視可能な場合）
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御財印帳の取り組み（たてもの御財印めぐり） 

大阪府登録文化財所有者の会といたしまして、令和２年度の泉南市誘客事業を受託い

たしました。泉州地域の歴史的建造物への誘客を目的としているため、泉南市を中心

とした泉州地方の歴史的建造物をめぐり、地域の人たちとふれあう大人の遠足をテー

マとして事業を設定いたしました。そのツールといたしまして、御財印および御財印

帳そして特製サコッシュを作成いたしました。御財印はその歴史的建造物の特徴的な

パーツで作成されています。今年度は 15 カ所の御財印をつくりました。 

 

あとがき      

新型コロナウイルスの感染拡大は、全世界に広がり、パンデミックとなり、ヘリテー

ジの活動もその対策が余儀なくされました。それは、お願いしていた講演会場が、使え

なくなり、急きょ会場を変更したり、また日程を変更するなどしました。また、どうし

ても無理な場合は、講師の先生にビデオ撮りをお願いし、それを編集し、後日、見てい

ただくことで切り抜けました。会場では、受付で手指消毒や検温をし、各席の適正なソ

ーシャルディスタンスを確保することや部屋の換気にも配慮するなど対策をしていた

だけました。その努力で予定の行事が無事終えたことに感謝しております。 

（文責 寺西） 


